




研究要旨:低出生体重児に保健所を中心とした地域主導型で発達支援(早期介入)を埼玉県

の5つの保健所と1つの保健センターで行った.親子が地域で暮らしていくには地域主導型

の発達支援は便利で通いやすく,母親は孤独感や不安から開放され,地域を利用しやすくな

るという利点がある.また,保健所側からみると児の情報を得るため NIOU の新生児科医と

の連携が必要で,さらに母親に参加を呼びかけることで関係をもつことができ有意義であ

る. 


